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西川伸一

　

は
じ
め
に

　

自
由
民
主
党（
以
下
、自
民
党
）は
一
九
五
五
年
一
一
月
の
結
党
以
来
、

二
度
の
下
野
を
経
験
し
た
以
外
は
一
貫
し
て
政
権
党
の
座
に
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
に
は
結
党
六
〇
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
だ

け
長
期
に
わ
た
っ
て
一
つ
の
政
党
が
政
権
を
担
い
続
け
て
い
る
国
は
、

選
挙
に
よ
る
政
権
交
代
が
可
能
な
し
く
み
が
保
障
さ
れ
て
い
る
国
々
の

な
か
で
は
珍
し
い
。
な
ぜ
自
民
党
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
選
挙
に「
強
い
」

の
か
。
本
稿
で
は
そ
の
理
由
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　

１　
「
強
さ
」
を
数
字
で
確
認
す
る

絶
対
的
敗
北
は
一
度
だ
け

　

な
ぜ
自
民
党
は
政
権
党
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
の
か
。煎
じ
詰
め
れ
ば
、

そ
れ
は
自
民
党
が
国
政
選
挙
、
わ
け
て
も
衆
院
総
選
挙
で
負
け
な
い
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
数
字
で
確
認
し
よ
う
。
次
頁
表
１
は
、

自
民
党
結
党
か
ら
今
日
ま
で
の
総
選
挙
に
お
け
る
自
民
党
の
獲
得
議
席

な
ど
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

自
民
党
が
結
党
以
来
戦
っ
た
二
〇
回
の
総
選
挙
の
う
ち
、
過
半
数
の

議
席
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
八
回
あ
る
（
回
次
を
太
字
に
し
た

総
選
挙
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
三
四
回
総
選
挙
で
は
結
党
以
来
は
じ

め
て
公
認
候
補
だ
け
で
は
過
半
数
に
達
せ
ず
、
選
挙
後
に
保
守
系
無
所

属
議
員
を
追
加
公
認
す
る
こ
と
で
単
独
過
半
数
を
確
保
し
た
。
第
三
五

回
も
同
様
の
や
り
方
で
急
場
を
し
の
い
だ
。
第
三
七
回
で
は
新
自
由
ク

ラ
ブ
と
連
立
を
組
む
こ
と
で
政
権
を
維
持
し
た
。

　

第
四
〇
回
で
は
大
き
く
過
半
数
を
割
り
込
ん
だ
。
し
か
し
、
総
選
挙

前
に
自
民
党
か
ら
武
村
グ
ル
ー
プ
が
離
党
し
て
新
党
さ
き
が
け
を
旗
あ

げ
し
、
羽
田
・
小
沢
派
が
離
党
し
て
新
生
党
を
結
成
し
た
た
め
、
自
民

党
の
公
示
前
勢
力
は
二
二
七
議
席
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
自
民
党
は
総

選
挙
で
二
二
三
議
席
を
獲
得
し
た
の
ち
、
自
民
党
籍
を
も
ち
な
が
ら
公

認
さ
れ
ず
無
所
属
で
当
選
し
た
五
人
を
追
加
公
認
し
て
二
二
八
議
席
に

達
し
た
。
実
は
、
こ
の
選
挙
で
自
民
党
は
負
け
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

の
だ
。
中
選
挙
区
制
で
の
総
選
挙
は
こ
れ
が
最
後
と
な
る
。

な
ぜ
自
民
党
は
選
挙
に
「
強
い
」
の
か

　
　
─
─
政
権
維
持
自
己
目
的
化
政
党
の
論
理
的
帰
結（上）
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進
む
な
か
で
も
、
自
民
党
は
一
貫
し
て
政
権
党
の
座
を
守
っ
て
い
く
。

　

不
人
気
だ
っ
た
森
喜
朗
政
権
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
神
の
国
解
散
」
を

受
け
た
第
四
二
回
で
も
自
民
党
は
踏
み
と
ど
ま
り
、
自
民
・
公
明
・
保

守
三
党
に
よ
る
連
立
政
権
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
逆
に
人
気
の
高
か
っ

た
小
泉
純
一
郎
政
権
の
下
で
の
第
四
三
回
で
も
自
民
党
は
微
増
に
と
ど

ま
り
、
政
権
は
四
議
席
と
凋
落
し
た
保
守
新
党
を
自
民
が
吸
収
し
て
自

公
連
立
政
権
と
し
て
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
。

　

こ
の
総
選
挙
の
結
果
成
立
し
た
細
川
護
煕
内
閣
、
続
く
羽
田
孜
内
閣

で
、
自
民
党
は
は
じ
め
て
の
野
党
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ

に
倦
ん
だ
自
民
党
は
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
、
社
会
党
の
村
山
富
市
委
員

長
を
首
相
に
か
つ
い
で
、
自
社
さ
連
立
政
権
を
つ
く
っ
て
政
権
に
復
帰

す
る
。
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
導
入
後
最
初
の
総
選
挙
と
な
っ
た

第
四
一
回
で
は
、
自
民
党
は
前
回
よ
り
議
席
を
上
積
み
し
た
が
過
半
数

に
届
か
ず
、
自
社
さ
連
立
政
権
を
維
持
し
た
。
そ
の
後
、
政
界
再
編
が

　

小
泉
政
権
後
、
自
公
政
権
は
毎
年
首
相

が
交
代
す
る
迷
走
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
第
四
五
回
で
結
党
以
来
最
大
の
惨
敗
を

招
い
た
。
政
治
学
者
の
小
林
良
彰
は
こ
の

総
選
挙
を
、「
自
民
党
政
権
へ
の
「
懲
罰

投
票
」」
と
よ
ん
だ
（
小
林 

二
〇
一
二
：

三
三
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
民
党
は
二
〇
回
の
総

選
挙
の
な
か
で
相
対
的
敗
北
は
あ
っ
た
も

の
の
、
絶
対
的
敗
北
は
二
〇
〇
九
年
総

選
挙
の
一
度
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し

て
、
自
民
党
は
相
対
的
敗
北
を
喫
し
た
場

合
、
保
守
系
無
所
属
議
員
を
追
加
公
認
し

た
り
連
立
政
権
を
組
ん
だ
り
し
て
政
権
維

* 選挙後の追加公認は含まない。
28 回から 45 回までは石川・山口（2010）の巻末データを参照。
46 回と 47 回は新聞記事による。

28 回（1958.5.22）
29 回（1960.11.20）
30 回（1963.11.21）
31 回（1967.1.29）
32 回（1969.12.27）
33 回（1972.12.10）
34 回（1976.12.5）
35 回（1979.10.7）
36 回（1980.6.22）
37 回（1983.12.18）
38 回（1986.7.6）
39 回（1990.2.18）
40 回（1993.7.18）
41 回（1996.10.20）
42 回（2000.6.25）
43 回（2003.11.9）
44 回（2005.9.11）
45 回（2009.8.30）
46 回（2012.12.16）
47 回（2014.12.14）

287
296
283
277
288
271
249
248
284
250
300
275
223
239
233
237
296
119
294
290

467
467
467
486
486
491
511
511
511
511
512
512
511
500
480
480
480
480
480
475

61.5
63.4
60.6
57.0
59.3
55.2
48.7
48.5
55.6
48.9
58.6
53.7
43.6
47.8
48.5
49.4
61.7
24.8
61.3
61.1

表１：総選挙回次ごとの自民党の獲得議席など

総選挙回次
（施行期日）

自民党の
獲得議席 * 総議席数 自民党の

議席率
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持
を
最
優
先
さ
せ
た
。
ま
た
、
は
じ
め
て
下
野
す
る
こ
と
に
な
っ
た

一
九
九
三
年
の
第
四
〇
回
総
選
挙
で
も
、
自
民
党
は
圧
倒
的
第
一
党
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

　

２　

選
挙
勝
利
至
上
主
義

　

選
挙
は
勝
た
な
け
れ
ば
意
味
は
な
く
、
勝
た
な
け
れ
ば
政
権
は
維
持

で
き
な
い
。
自
民
党
は
単
純
に
こ
う
割
り
切
っ
て
い
る
。
選
挙
に
勝
つ

た
め
に
は
、
候
補
者
の
過
去
は
問
わ
な
い
し
、
候
補
者
擁
立
の
ル
ー
ル

も
融
通
無
碍
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
自
民
党
は
選
挙
に
強
い
か
ら
こ
そ

政
権
党
で
あ
り
続
け
、
政
権
党
で
あ
り
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
選
挙
に

強
い
の
で
あ
る
。
こ
の
相
補
的
関
係
を
以
下
で
み
て
い
く
。

　
「
あ
な
た
の
過
去
な
ど
知
り
た
く
な
い
の
」

　

一
九
九
四
年
の
首
相
指
名
選
挙
で
、
自
民
党
は
政
権
に
復
帰
し
た
い

一
心
で
、
総
裁
で
あ
る
河
野
洋
平
で
は
な
く
、
表
向
き
は
激
し
く
対
立

し
て
き
た
社
会
党
の
村
山
富
市
に
投
票
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
元
首
相

の
海
部
俊
樹
は
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
れ
ま
で
の
連
立

与
党
で
あ
る
新
生
党
や
日
本
新
党
な
ど
の
首
相
指
名
の
統
一
候
補
と

な
っ
た
。
海
部
は
自
民
党
を
離
党
し
、
や
が
て
新
進
党
の
初
代
党
首
に

収
ま
る
。
自
民
党
か
ら
す
れ
ば
唾
棄
す
べ
き
「
反
党
分
子
」
で
あ
る
。

な
の
に
、
二
〇
〇
三
年
に
自
民
党
は
海
部
を
復
党
さ
せ
、
二
〇
〇
五
年

と
二
〇
〇
九
年
の
総
選
挙
で
公
認
し
た
。
海
部
は
二
〇
〇
九
年
総
選
挙

で
落
選
し
て
政
界
を
引
退
し
た
。

　
「
反
党
分
子
」
を
復
党
さ
せ
た
例
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
党
の

方
針
に
反
し
て
郵
政
民
営
化
法
案
に
反
対
票
を
投
じ
た
野
田
聖
子
を
、

自
民
党
は
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
で
公
認
せ
ず
、
そ
れ
ば
か
り
か
「
刺

客
」
候
補
と
し
て
同
じ
岐
阜
一
区
に
佐
藤
ゆ
か
り
を
立
て
た
。
野
田
は

佐
藤
を
破
っ
て
当
選
し
た
（
佐
藤
も
比
例
復
活
当
選
）
も
の
の
、
自
民

党
か
ら
離
党
勧
告
が
な
さ
れ
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
に
党
を
離
れ
た
。
と

こ
ろ
が
、
早
く
も
翌
年
一
二
月
に
は
復
党
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
総
選
挙
で
は
岐
阜
一
区
で
公
認
さ
れ
当
選
し
た
。
こ
の
公

認
争
い
に
敗
れ
た
佐
藤
は
東
京
五
区
に
国
替
え
と
な
り
、
落
選
す
る
。

　

野
田
は
二
〇
一
二
年
総
選
挙
で
七
回
目
の
当
選
を
果
た
し
、
同
年

一
二
月
に
は
自
民
党
三
役
ポ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
総
務
会
長
に
ま
で
の

ぼ
り
つ
め
て
い
る
。
一
方
、
佐
藤
は
二
〇
一
〇
年
の
参
院
選
比
例
区
で

当
選
し
、
二
〇
一
四
年
総
選
挙
で
は
大
阪
一
一
区
に
鞍
替
え
し
て
当
選

し
た
。
熾
烈
な
確
執
を
繰
り
広
げ
た
両
者
は
、
い
ま
同
じ
自
民
党
衆
院

議
員
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
じ
く
、
郵
政
民
営
化
法
案
に
反
対
票
を
投
じ
た
城
内
実
も

二
〇
〇
五
年
総
選
挙
で
公
認
さ
れ
ず
、「
刺
客
」
候
補
の
片
山
さ
つ
き

に
僅
差
で
敗
れ
た
。
次
の
二
〇
〇
九
年
総
選
挙
で
は
自
民
公
認
の
片
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山
を
破
っ
て
雪
辱
を
果
た
す
。
落
選
し
た
片
山
は
、
佐
藤
と
同
様
に

二
〇
一
〇
年
の
参
院
選
比
例
区
で
当
選
す
る
。
城
内
は
二
〇
一
二
年
五

月
に
自
民
党
に
復
党
し
、
そ
の
後
二
回
の
総
選
挙
を
自
民
公
認
で
当
選

し
て
い
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
以
前
に
二
度
死
闘
を
演
じ
た
城
内
と
片

山
も
ま
た
、
い
ま
で
は
同
じ
自
民
党
所
属
国
会
議
員
で
あ
る
。

　

小
選
挙
区
制
の
今
日
、
自
民
党
公
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
保

守
系
無
所
属
候
補
と
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
は
自
民
党
か
ら
す
れ
ば
紛

れ
も
な
い
「
反
党
行
為
」
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
自
民
党
は
同
党
公

認
候
補
を
破
っ
て
当
選
し
た
こ
れ
ら
候
補
者
の
入
党
を
頓
着
な
く
認
め

よ
う
と
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
二
〇
一
四
年
総
選
挙
に
お
い
て
、
山
梨
二
区
で
長
崎
幸

太
郎
、
兵
庫
一
二
区
で
山
口
壮
が
無
所
属
で
当
選
し
た
。
同
年
一
二
月

一
九
日
の
党
役
員
連
絡
会
で
、
二
階
俊
博
総
務
会
長
は
こ
の
二
人
の
復

党
・
入
党
を
提
案
し
た
。
二
階
の
意
図
を
そ
の
周
囲
は
、「
選
挙
に
強

い
議
員
を
仲
間
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
長
期
的
に
党
運
営
の
安
定
に

資
す
る
」
と
み
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
忖
度
し
て
い
る
。
二
階
自

身
「
出
戻
り
」
組
で
あ
る
。
た
だ
、
安
倍
晋
三
首
相
の
周
辺
に
は
「
議

席
は
十
分
足
り
て
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
や
中
堅
が
自
民
党
入
り
し
て
、
た

だ
で
さ
え
少
な
い
ポ
ス
ト
を
要
求
さ
れ
た
ら
、
た
ま
ら
な
い
」
と
否
定

的
な
意
見
が
あ
り
、
二
階
の
思
惑
ど
お
り
運
ぶ
か
は
不
透
明
で
あ
る

（
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
〇
日
付
『
読
売
新
聞
』）。

　

あ
る
い
は
、
か
つ
て
野
党
・
民
社
党
の
委
員
長
ま
で
務
め
た
塚
本
三

郎
や
大
内
啓
伍
を
迎
え
入
れ
、
一
九
九
六
年
総
選
挙
で
は
両
者
を
自
民

党
公
認
で
立
候
補
さ
せ
た
。
た
だ
し
、
両
者
と
も
落
選
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
経
済
人
類
学
者
の
栗
本
慎
一
郎
は
、
一
九
九
三
年
総
選
挙

で
新
生
党
の
推
薦
を
得
て
無
所
属
で
立
候
補
し
、
当
選
後
に
新
生
党
に

入
党
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
小
沢
と
訣
別
し
て
、
結
局
は
自
民
党
に

入
党
し
、
次
の
一
九
九
六
年
総
選
挙
で
は
自
民
党
公
認
候
補
と
し
て
立

候
補
し
当
選
し
て
い
る
。
そ
の
栗
本
は
こ
う
書
い
て
い
る
。

　
「
世
界
の
大
政
党
の
う
ち
、自
民
党
は
党
員
や
支
持
者
の
過
去
を
も
っ

と
も
問
わ
な
い
政
党
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
学
生
の
こ
ろ
、
共
産
党
よ
り

左
の
組
織
に
身
を
置
い
て
い
て
、
国
会
突
入
を
し
た
経
験
が
は
っ
き
り

し
て
い
て
も
、
そ
ん
な
こ
と
は
問
題
に
し
な
い
。（
略
）
加
藤
紘
一
で

さ
え
、
東
大
時
代
は
国
会
突
入
派
だ
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。（
改

行
）
彼
以
外
で
も
、
現
在
の
国
会
に
お
け
る
政
党
の
う
ち
、
も
っ
と
も

多
数
の
反
体
制
運
動
経
験
者
が
い
る
の
は
な
ん
と
自
民
党
で
あ
る
」（
栗

本 

一
九
九
九
：
一
六
六
）。

　

学
生
時
代
に
反
体
制
活
動
に
献
身
し
た
者
が
自
民
党
内
に
う
よ
う
よ

い
る
だ
け
で
は
な
い
。
ハ
マ
コ
ー
こ
と
浜
田
幸
一
元
自
民
党
衆
院
議
員

は
若
か
り
し
頃
「
も
の
す
ご
く
グ
レ
て
グ
レ
て
」
い
た
。「
ヤ
ミ
市
で

本
物
の
ヤ
ク
ザ
と
大
立
ち
ま
わ
り
を
し
た
り
、
そ
れ
が
縁
で
、
そ
の
ス

ジ
の
連
中
と
も
仲
良
く
な
っ
た
り
、
は
た
ま
た
賭
場
に
出
入
り
し
た
り
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･･････

」（
浜
田 

一
九
九
四
：
九
七
）。「
ま
っ
た
く
お
恥
ず
か
し
い
日
々

を
送
っ
て
い
た
が
、
二
十
二
歳
の
と
き
に
自
分
の
気
持
ち
を
整
理
し
、

堅
気
に
な
る
た
め
、
小
指
を
切
り
落
と
し
た
。
場
所
は
横
浜
で
、
私
が

信
頼
し
て
い
た
方
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
い
た
」。
た
だ
、
ハ
マ
コ
ー

に
よ
れ
ば
小
指
は
完
全
に
切
断
さ
れ
な
か
っ
た
。「
だ
か
ら
、
私
の
左

手
の
小
指
は
、い
ま
で
も
第
一
関
節
の
と
こ
ろ
で
曲
が
っ
て
い
て
、ま
っ

す
ぐ
に
伸
び
な
い
」（
同
一
〇
一
─
一
〇
二
）。

　

小
指
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
機
縁
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い

が
、
ハ
マ
コ
ー
の
素
行
は
そ
の
後
も
容
易
に
は
矯
正
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
五
一
年
に
は
地
元
・
木
更
津
で
「
立
ち
ま
わ
り
の
末
に
、
は
ず
み

で
相
手
の
一
人
を
ブ
ス
リ
と
や
っ
て
し
ま
っ
た
」（
同
一
〇
五
）
傷
害

事
件
を
起
こ
す
。
懲
役
一
年
の
実
刑
判
決
を
受
け
て
収
監
さ
れ
た
。

　

ハ
マ
コ
ー
は
札
付
き
の
ワ
ル
だ
っ
た
。「
ヤ
ク
ザ
上
が
り
」
と
も
自

称
し
て
い
る
（
浜
田 

二
〇
一
一
：
三
四
）
し
か
し
、
自
民
党
は
そ
ん

な
遠
い
過
去
に
こ
だ
わ
る
ヤ
ワ
な
政
党
で
は
な
い
。
い
ま
ど
き
の
若
者

言
葉
で
い
え
ば
、「
別
に
い
ん
じ
ゃ
ね
」
と
い
う
わ
け
だ
。

　

前
科
者
と
い
え
ば
、
後
述
す
る
佐
藤
孝
行
衆
院
議
員
は
ロ
ッ
キ
ー
ド

事
件
で
逮
捕
さ
れ
、
一
九
八
六
年
に
懲
役
二
年
、
執
行
猶
予
三
年
な
ど

の
有
罪
判
決
が
確
定
し
た
。
佐
藤
は
す
で
に
逮
捕
直
後
の
一
九
七
六

年
八
月
に
自
民
党
を
離
党
し
て
い
た
。
だ
が
、
執
行
猶
予
が
あ
け
た

一
九
八
九
年
に
自
民
党
は
佐
藤
の
復
党
を
認
め
る
。
最
後
に
は
大
臣
ポ

ス
ト
ま
で
あ
て
が
っ
た
。

　

自
民
党
に
は
「
あ
な
た
の
過
去
な
ど
知
り
た
く
な
い
の
」（
栗
本 

一
九
九
九
：
一
六
八
）
の
カ
ル
チ
ャ
ー
が
徹
底
し
て
い
る
。
こ
の
「
お

お
ら
か
さ
」
と
、
一
九
九
二
年
に
一
〇
〇
歳
の
名
誉
議
長
・
野
坂
参
三

を
解
任
し
、
さ
ら
に
は
除
名
処
分
に
し
た
日
本
共
産
党
の
「
潔
癖
さ
」

と
は
ま
さ
に
好
対
照
で
あ
る
。
戦
後
の
日
ソ
両
共
産
党
の
関
係
断
絶
期

に
ソ
連
共
産
党
と
密
か
に
通
じ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
除
名
処
分
の
理
由

と
さ
れ
た
。

　
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
公
募
」

　

自
民
党
は
選
挙
で
勝
つ
た
め
な
ら
自
ら
決
め
た
ル
ー
ル
を
平
気
で
反

故
に
す
る
。
そ
の
典
型
的
事
例
が
、
世
襲
候
補
の
制
限
で
あ
る
。
自
民

党
が
二
〇
〇
九
年
八
月
の
総
選
挙
を
前
に
発
表
し
た
「
政
策
バ
ン
ク
」

に
は
、
次
の
記
述
が
存
在
す
る
。

　
「
党
所
属
の
現
職
国
会
議
員
が
引
退
す
る
な
ど
の
選
挙
区
に
お
い
て
、

そ
の
配
偶
者
及
び
３
親
等
内
の
親
族
が
同
一
選
挙
区
内
で
立
候
補
す
る

場
合
は
、
次
回
の
総
選
挙
か
ら
公
認
ま
た
は
推
薦
し
な
い
」（https://

w
w

w
.jim

in.jp/policy/m
anifest/

：
三
三
）。

　

上
述
の
と
お
り
、
こ
の
総
選
挙
で
自
民
党
は
有
権
者
か
ら
の
「
懲
罰

投
票
」
を
受
け
て
結
党
以
来
の
大
敗
北
を
喫
す
る
。
す
る
と
、
文
字
ど

お
り
そ
の
舌
の
根
も
乾
か
ぬ
う
ち
に
、
ま
ず
同
年
一
〇
月
二
日
に
、
谷
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垣
禎
一
自
民
党
総
裁
が
世
襲
の
立
候
補
制
限
を
再
検
討
す
る
考
え
を
表

明
す
る
。
一
〇
月
二
三
日
の
臨
時
役
員
会
で
は
、
大
島
理
森
幹
事
長
が

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
尊
重
し
つ
つ
も
、
広
く
人
材
を
集
め
る
観
点
か
ら

議
論
す
る
」
と
述
べ
た
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
三
日
付
『
朝
日
新
聞
』

夕
刊
）。
こ
れ
は
事
実
上
の
世
襲
容
認
を
意
味
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
一
〇
月
三
〇
日
の
政
権
構
想
会
議
（
議
長
・
谷
垣
総
裁
）

に
お
い
て
、
次
期
衆
院
選
か
ら
は
世
襲
候
補
の
制
限
を
取
り
や
め
る
方

針
が
決
定
さ
れ
る
。「
透
明
な
選
考
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
応
募
し
て

も
か
ま
わ
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
多
く
な
さ
れ
た
。「
透
明
な

選
考
」
と
は
都
道
府
県
連
に
よ
る
公
募
や
予
備
選
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
公
募
が
世
襲
の
「
抜
け
道
」
に
転
用
さ
れ
な
い
ル
ー
ル
を
つ
く
る

こ
と
で
議
論
は
決
着
し
た
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
三
一
日
付
『
毎
日
新

聞
』）。
こ
の
歯
止
め
は
き
ち
ん
と
機
能
し
た
の
か
。

　

二
〇
一
二
年
八
月
八
日
に
野
田
佳
彦
首
相
は
、
谷
垣
自
民
党
総
裁
と

快
男
子
、
追
っ
て
山
口
那
津
男
公
明
党
代
表
も
参
加
し
た
。
会
談
後
の

記
者
会
見
で
、
首
相
は
「
３
党
合
意
を
踏
ま
え
て
、
法
案
は
早
期
に
成

立
を
期
す
。
成
立
し
た
暁
に
は
近
い
う
ち
に
国
民
の
信
を
問
う
と
確
認

し
た
」
と
発
言
し
た
（
二
〇
一
二
年
八
月
九
日
付
『
朝
日
新
聞
』）。
そ

の
後
、
今
期
限
り
の
引
退
を
表
明
し
た
議
員
の
選
挙
区
で
は
後
継
者
選

び
が
あ
わ
た
だ
し
く
な
る
。
二
〇
一
二
年
九
月
に
自
民
党
幹
事
長
に
就

任
し
た
石
破
茂
は
一
〇
月
一
二
日
に
、「
党
員
の
意
思
が
反
映
さ
れ
た

公
正
な
選
考
方
法
」
に
よ
る
候
補
者
選
び
、
具
体
的
に
は
対
象
選
挙
区

の
党
員
投
票
の
実
施
を
各
都
道
府
県
連
に
求
め
た
。
こ
れ
は
党
執
行
部

の
方
針
だ
っ
た
が
、
強
制
力
を
伴
わ
な
い
「
お
願
い
」
に
す
ぎ
な
か
っ

た
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
九
日
付
『
北
海
道
新
聞
』）。
結
局
自
民
党

の
ベ
テ
ラ
ン
議
員
の
場
合
、
そ
の
実
子
が
議
員
バ
ッ
ジ
を
受
け
継
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
（
次
頁
表
２
）。

　

候
補
者
の
公
募
は
な
さ
れ
た
も
の
の
、
応
募
者
は
き
わ
め
て
少
数
で

群
馬
四
区
で
は
一
名
し
か
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
五
例
の
う
ち
、
党
執

行
部
の
要
請
ど
お
り
に
党
員
投
票
が
実
施
さ
れ
た
の
は
奈
良
四
区
だ
け

で
あ
る
。
北
海
道
一
二
区
と
香
川
三
区
で
は
そ
の
要
請
前
に
こ
の
二
名

を
立
候
補
予
定
者
に
決
め
た
た
め
、
党
員
投
票
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

残
る
二
選
挙
区
で
は
、
要
請
前
に
候
補
者
選
考
を
開
始
し
て
い
た
こ
と

（
広
島
四
区
）、
党
執
行
部
の
方
針
に
異
論
が
多
い
こ
と
（
群
馬
四
区
）

を
理
由
に
、支
部
党
員
に
よ
る
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
大
会
を
も
っ
て
代
え
た
。

党
執
行
部
は
こ
れ
を
追
認
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

手
続
き
に
拘
泥
せ
ず
、「
勝
て
る
」
の
一
点
で
世
襲
候
補
を
選
ん
だ

わ
け
で
あ
る
。
融
通
無
碍
と
い
う
ほ
か
な
い
。
当
時
の
自
民
党
の
選
対

幹
部
は
「
公
募
の
選
考
で
『
世
襲
候
補
』
が
は
じ
か
れ
、
も
め
た
と
い

う
ケ
ー
ス
は
聞
か
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
四

日
付
『
読
売
新
聞
』）。
あ
る
若
手
衆
院
議
員
か
ら
は
、「
世
襲
に
お
墨

付
き
を
与
え
る
だ
け
の
『
な
ん
ち
ゃ
っ
て
公
募
』
だ
。
自
民
党
の
古
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い
体
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
、
最
悪
だ
」
と
の
批
判
が
出
た

（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
四
日
付
『
毎
日
新
聞
』）。

　

今
や
安
倍
政
権
の
大
官
房
長
官
に
の
し
上
が
っ
た
菅
義
偉
は
、
自
民

党
が
下
野
し
て
ま
も
な
く
の
こ
ろ
世
襲
候
補
を
批
判
し
て
い
た
。「
世

襲
候
補
は
党
か
ら
複
数
の
候
補
が
立
つ
中
選
挙
区
な
ら
、
お
か
し
く
な

か
っ
た
と
思
う
。
小
選
挙
区
は
た
っ
た
１
人
、
政
党
の
選
挙
だ
。
そ
の

人
が
出
れ
ば
他
の
人
が
出
ら
れ
な
い
。
自
民
党
が
国
民
政
党
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
る
に
は
、
有
為
な
人
材
を
登
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
だ
か
ら
私
は
世
襲
に
反
対
し
た
」（
二
〇
〇
九
年

一
〇
月
一
一
日
付
『
日
本
経
済
新
聞
』）。
正
論
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
二
〇
一
二
年
総
選
挙
直
前
に
は
、
そ
の
批
判
を
ト
ー
ン
ダ

ウ
ン
さ
せ
た
。「
世
襲
は
禁
止
で
は
な
く
制
限
だ
。（
世
襲
議
員
の
）
安

倍
晋
三
総
裁
や
麻
生
太
郎
元
首
相
は
若
い
頃
か
ら
外
交
や
安
全
保
障
に

触
れ
、
外
交
交
渉
で
物
お
じ
し
な
い
。
小
泉
純
一
郎
元
首
相
の
次
男
で

あ
る
進
次
郎
さ
ん
は
、
誰
も
が
将
来
を
期
待
し
て
い
る
」（
二
〇
一
二

年
一
一
月
二
九
日
付
『
朝
日
新
聞
』）。
こ
の
言
い
抜
け
に
も
自
民
党
の

体
質
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。

　

約
二
万
五
〇
〇
〇
票
の
「
ゲ
タ
」

　

自
民
党
は
総
選
挙
で
は
二
〇
〇
〇
年
の
第
四
二
回
か
ら
は
、
公
明
党

と
選
挙
協
力
を
し
て
選
挙
戦
に
臨
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
小
選
挙
区
で

は
自
公
ど
ち
ら
か
の
候
補
者
し
か
擁
立
せ
ず
、
自
民
党
候
補
者
の
場
合

は
公
明
党
支
持
者
が
、
公
明
党
候
補
者
の
場
合
は
自
民
党
支
持
者
が
そ

れ
ぞ
れ
そ
の
候
補
者
に
投
票
す
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
自
民
党
候

補
が
立
つ
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
。
二
〇
一
四
年
総
選
挙
で
み
れ
ば
、

表 2：2012 年総選挙における自民世襲議員の誕生例

*1 名は選考過程の最中に別の選挙区の公募へ応募。** 書類審査の 2 人に絞る。
***2 次選考に進んだのは中川俊直だけ。****2 人は書類不備で失格。
当時の新聞各紙から筆者作成。

選挙区
北海道
12 区
群馬
4 区
奈良
4 区
広島
4 区

香川
3 区

引退議員
武部　勤

福田康夫

田野瀬良太郎

中川秀直

大野功統

世襲議員
武部　新

（長男）
福田達夫

（長男）
田野瀬太道

（次男）
中川俊直

（次男）

大野敬太郎
（長男）

公募応募者数
3 → 2*

1

3 → 2**

4 → 1***

5 → 3****

選考方法・理由
支部による選考・「当選
第一に若返りを図る」
党員大会で拍手により
承認
党員投票（有効票 322
票中 304 票を獲得）
党員大会で承認「異論
は出なかった」・「勝て
る候補が選考基準の第
一だ」
支部代表らによる投票

（202 人の投票で 192 票
獲得）
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二
九
五
の
小
選
挙
区
で
公
明
党
公
認
候
補
者
は
九
人
に
す
ぎ
ず
、
全
員

当
選
し
て
い
る
。
一
方
、
自
民
党
公
認
候
補
者
は
二
八
三
人
で
二
二
二

人
が
当
選
し
た
。

　

公
明
党
の
支
持
母
体
で
あ
る
創
価
学
会
は
、
公
称
八
二
七
万
世
帯
を

擁
す
る
。
こ
の
組
織
が
フ
ル
回
転
し
た
と
き
、
選
挙
に
与
え
る
影
響

は
す
さ
ま
じ
い
。
二
〇
一
三
年
参
院
選
で
公
明
党
に
投
じ
ら
れ
た
約

七
五
六
万
八
〇
〇
〇
票
を
三
〇
〇
で
割
れ
ば
、
一
小
選
挙
区
あ
た
り
は

約
二
万
五
〇
〇
〇
票
と
な
る
（
田
﨑 

二
〇
一
四
：
一
七
九
）。
自
民
党

候
補
者
は
あ
ら
か
じ
め
約
二
万
五
〇
〇
〇
票
の
「
ゲ
タ
」
を
は
い
て
い

る
よ
う
な
も
の
だ
。
二
〇
一
四
年
総
選
挙
で
は
小
選
挙
区
数
は
二
九
五

に
減
っ
た
の
で
、「
ゲ
タ
」
は
さ
ら
に
少
し
高
く
な
っ
た
。「
自
民
党
は

学
会
票
に
麻
薬
漬
け
に
さ
れ
て
い
る
」
と
は
永
田
町
の
常
識
で
あ
る

（「
創
価
学
会
の
「
集
票
力
」」 

二
〇
一
四
：
一
一
三
）。

　

五
五
年
体
制
時
代
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
の
橋
本
龍
太
郎
政
権
ま
で

は
、
自
公
両
党
は
対
立
し
て
き
た
。
一
方
が
与
党
な
ら
ば
他
方
は
野
党

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ね
じ
れ
国
会
に
苦
し
む
小
渕
恵
三
内
閣
お
よ

び
同
第
一
次
改
造
内
閣
で
官
房
長
官
を
務
め
た
野
中
広
務
が
、
公
明
党

と
の
連
立
を
模
索
し
、「
悪
魔
に
ひ
れ
伏
し
て
」
小
沢
一
郎
率
い
る
自

由
党
と
の
連
立
政
権
を
実
現
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
同
第
二
次
改
造
内
閣

で
自
民
党
は
公
明
党
と
も
連
立
を
組
ん
で
、
衆
参
両
院
で
の
過
半
数
を

確
保
す
る
に
至
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
自
民
党
議
員
の
な
か
に
公
明
党=

創
価
学
会
に
批

判
的
な
議
員
も
い
る
。
平
沢
勝
栄
は
そ
の
急
先
鋒
で
あ
る
。
平
沢
は

二
〇
〇
〇
年
に
出
し
た
自
著
で
こ
う
書
い
て
い
る
。

　
「
前
回
、
一
九
九
六
年
の
総
選
挙
で
は
、
自
民
党
の
議
員
は
当
時
の

野
党
第
一
党
で
あ
る
新
進
党
（
略
）
と
戦
っ
た
。
こ
の
と
き
自
民
党
は
、

新
進
党=

公
明
党
で
あ
り
創
価
学
会
党
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
く
り

返
し
攻
撃
し
て
、
選
挙
を
戦
っ
た
の
で
あ
る
」（
平
沢 

二
〇
〇
〇
：

一
五
〇
）。

　

こ
の
総
選
挙
は
平
沢
の
初
陣
で
あ
っ
た
。
立
候
補
し
た
東
京
一
七
区

で
、
新
進
党
の
前
職
・
山
口
那
津
男
と
戦
い
勝
ち
抜
い
た
。
二
〇
〇
〇

年
総
選
挙
で
も
相
手
は
、
新
進
党
の
解
党
で
公
明
党
公
認
と
な
っ
た
山

口
で
あ
っ
た
。
当
時
は
す
で
に
自
公
は
連
立
与
党
で
あ
る
。
東
京
一
七

区
は
与
党
候
補
同
士
が
激
突
す
る
全
国
で
唯
一
の
選
挙
区
と
な
っ
た
。

こ
の
と
き
も
平
沢
が
当
選
し
た
。
二
回
連
続
で
落
選
し
た
山
口
は
、
翌

二
〇
〇
一
年
の
参
院
選
で
東
京
選
挙
区
か
ら
立
候
補
し
当
選
を
果
た
し

た
。
二
〇
〇
七
年
に
再
選
さ
れ
た
後
の
二
〇
〇
九
年
か
ら
は
公
明
党
代

表
に
収
ま
っ
て
い
る
。

　

従
っ
て
平
沢
に
と
っ
て
、
公
明
党=

創
価
学
会
は
不
倶
戴
天
の
敵

で
あ
っ
た
。

　
「
自
民
党
の
支
持
者
と
公
明
党
の
支
持
者
、
こ
れ
は
本
来
、
相
容
れ

な
い
も
の
と
い
っ
て
い
い
。
自
民
党
の
支
持
者
と
い
う
の
は
、
公
明
党
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に
対
す
る
拒
否
感
が
非
常
に
強
い
こ
と
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。（
略
）

自
公
連
立
で
、
自
民
党
は
永
年
の
自
民
党
支
持
者
の
気
持
ち
を
踏
み
に

じ
っ
た
の
で
あ
る
。
返
す
が
え
す
も
遺
憾
で
あ
る
」（
同
一
五
三
）。

　

も
と
も
と
平
沢
は
警
察
官
僚
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
公
明
党=

創
価
学
会
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
抜
い
て
い
る
。

　
「
警
視
庁
と
公
明
党
と
い
う
の
は
、
癒
着
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
、

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。何
か
事
件
や
機
密
情
報
が
あ
る
と
、

す
ぐ
そ
れ
が
公
明
党
に
漏
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
公
明
党
関
係
者

が
入
り
込
ん
で
い
る
恐
ろ
し
さ
を
、身
を
も
っ
て
体
験
し
て
き
た
。（
改

行
）
警
視
庁
に
い
る
創
価
学
会
関
係
者
に
と
っ
て
、
従
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
警
視
総
監
で
も
警
察
署
長
で
も
な
い
。
自
分
の
所
属
す

る
創
価
学
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
が
す
べ
て
で
あ
る
。（
改
行
）
そ
ん

な
体
質
を
秘
め
た
党
と
自
民
党
が
、
支
持
者
が
こ
れ
だ
け
反
発
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
議
院
で
議
席
が
足
ら
な
い
と
い
う
お
た
め
ご

か
し
の
よ
う
な
理
由
で
手
を
組
む
の
は
、
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

ず
っ
と
反
対
し
て
き
た
の
で
あ
る
」（
同
一
五
四
）。

　

こ
う
し
た
平
沢
の
警
鐘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
民
党
は
す
で
に

六
回
の
総
選
挙
を
公
明
党
と
選
挙
協
力
し
て
戦
っ
て
い
る
。
約

二
万
五
〇
〇
〇
票
の
「
ゲ
タ
」
を
は
か
せ
て
も
ら
う
か
わ
り
に
、
議
員

が
命
の
次
に
大
事
な
支
持
者
名
簿
は
と
う
に
公
明
党
の
選
対
関
係
者
の

手
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
元
公
明
党
委
員
長
の
矢
野
絢
也
も
こ

う
書
い
て
い
る
。「
選
挙
協
力
の
見
返
り
に
、
自
民
党
の
候
補
者
は
、

学
会
か
ら
後
援
会
名
簿
の
提
出
ま
で
求
め
ら
れ
た
。（
略
）
候
補
者
も

伝
統
的
な
支
援
者
も
、
さ
す
が
に
い
い
気
分
は
し
な
い
だ
ろ
う
が
、
学

会
票
を
ぶ
ら
さ
げ
ら
れ
る
と
、
拒
否
で
き
な
い
」（
矢
野 

二
〇
〇
九
：

二
七
七
）。
確
か
に
、「
自
民
党
候
補
者
が
当
落
線
上
に
い
る
小
選

挙
区
の
学
会
組
織
に
は
発
破
を
か
け
」（「
創
価
学
会
の
「
集
票
力
」」 

二
〇
一
四
：
一
一
三
）
て
く
れ
る
あ
り
が
た
み
は
、「
麻
薬
」
的
で
や

め
ら
れ
ま
い
。

　

創
価
学
会
票
を
「「
覚
醒
剤
（
シ
ャ
ブ
）」
と
同
じ
だ
」
と
ま
で
言
い

放
っ
た
平
沢
も
、
山
口
が
参
院
に
転
出
し
て
か
ら
は
、
次
第
に
公
明

党
・
創
価
学
会
批
判
を
抑
え
て
い
っ
た
（
言
論
出
版
の
自
由
を
守
る
会 

二
〇
一
二
：
一
一
一
─
一
一
二
）。

　

自
公
連
立
に
は
「
過
去
は
問
わ
な
い
」
と
「
融
通
無
碍
」
が
融
合
し

て
い
る
。
す
べ
て
は
、
選
挙
に
勝
ち
、
政
権
党
で
あ
り
続
け
る
た
め
で

あ
る
。
政
権
維
持
が
自
己
目
的
化
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
政
権
に
居

座
り
続
け
る
こ
と
こ
そ
自
民
党
を
存
立
可
能
に
す
る
生
命
維
持
装
置
だ

か
ら
で
あ
る
。
公
明
党
の
連
立
離
脱
は
、
自
民
党
に
と
っ
て
「
存
立
事

態
」
と
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
大
学
教
授
）

　
〔
注
記
は
次
号
の
「
下
」
と
合
わ
せ
て
掲
載
し
ま
す
〕


